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六ツ美中部学区へのデマンド型乗合タクシーの導入について

１．目的

六ツ美中部学区は岡崎・西尾線が学区内を縦断して運行しているが、岡崎市地域公共交通網形成計画

に規定する公共交通カバー地域（鉄道駅 1,000ｍ圏内またはバス停 500ｍ圏内）に属する地域が少な

く、学区の多くが交通不便地域となっている。また、学区内に病院やスーパー等が存在せず、日常生活

を送るには学区外への外出が必要不可欠な地域である。

そのような現状をうけ、地域が主体となり、地域住民の日常生活における移動手段の確保やお出かけ

による健康増進を目的として、地域住民組織である「六ツ美中部学区エリアバス運営協議会」が設立さ

れ、身近に使える地域での移動手段の導入を検討している。

２．六ツ美中部学区の概要について

【面積：7.43ｋ㎡】

（人口等は令和１年 10 月 1 日時点。上段：六ツ美中部学区、下段：全市）

３．六ツ美中部学区へ導入する移動手段の位置づけについて

六ツ美中部学区では、学区を縦断するように名鉄東部交通㈱の岡崎西尾線が運行している。岡崎西尾

線については、岡崎市地域公共交通網形成計画で基幹路線に位置付けられており、六ツ美中部学区とま

ちなか地域を結ぶ重要な路線となっている。地域住民から移動手段の導入に関して、通勤通学に利用し

ている岡崎西尾線の衰退を懸念する声が多いため、基幹路線に接続する地域内交通として位置づけ、ま

ちなか地域等への移動については、交通結節点から基幹路線へ乗継ぎを行うものとする。
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（岡崎市地域公共交通網形成計画）

【公共交通カバー域】

資料２
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４．検討状況

六ツ美中部学区エリアバス運営協議会は現在までに計８回開催し、地域の移動手段を検討してきた。

検討会において、皆で話し合う中でデマンド型乗合タクシーの導入にむけて動き出し、既に導入されて

いる他市へのヒアリングや視察等を行い、現在は運行案を検討している。検討案については、市内交通

事業者とも細やかに協議調整を行っている。

日付 実施内容等

平成 30 年４月 25 日 学区総代会で公共交通に関する勉強会を開催

７月 31 日 アンケート内容打ち合わせ

９～10 月 地域でアンケート実施。配布：1,325 件 回収：1,265 件

12 月１日 「六ツ美中部学区エリアバス運営協議会」設立

平成 31 年２月６日 第１回検討会（運営協議会・市）

令和元年５月９日 第２回検討会（運営協議会・他市事業者・市）

５月 24 日 他市事例視察（運営協議会・市）

７月５日 第３回検討会（運営協議会・市）

８月１日 第４回検討会（運営協議会・市）

９月 19 日 第５回検討会（運営協議会・市）

11 月 14 日 第６回検討会（運営協議会・市）

12 月 26 日 第７回検討会（運営協議会・他市事業者・市）

令和２年２月 13 日 第８回検討会（運営協議会・他市事業者・市）

◎デマンド型乗合タクシー選定までの経緯

（ⅰ）定時定路線型交通とデマンド型交通の比較について

道路に沿ってある程度“まとまった需

要”がある場合には、定時定路線バスが

適する一方、時間的にも地理的にも“需

要が分散”している場合は、デマンド型

交通が適している※。六ツ美中部学区で

は、集落が広く分散しており、買い物や

通院等の目的地となる施設も点在してい

ることから、地域特性や需要に合ったデ

マンド交通型交通を選定した。

（※国土交通省「デマンド交通導入ハンドブック」より抜粋）

（ⅱ）デマンド型交通の運行方式について

デマンド型交通の運行方式について、A)路線バスやコミュニティバスの多くに採用されている予め

定められたルートを運行する「定路線型」、D)運行エリアは決まっているものの、一般的なタクシー事

業のように運行ルートを定めず、需要に応じ、乗降場所の指定も行わない「自由経路ドアツードア

型」、これらの中間に位置する運行方式として、B)需要に応じ予め定められた迂回ルートやエリアへ運

行する「迂回ルート・エリアデマンド型」、C)運行ルートは定めず、予約に応じ予め定められたバス停

留所又はミーティングポイント間を結ぶ「自由経路ミーティングポイント型」の４種類に分類できる。

（出典：国土交通省中部運輸局「デマンド型交通の手引き」）
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（ⅲ）デマンド型交通運行方式の選定について

デマンド型交通運行方式について、各形態の対比は下表のとおりとなる。六ツ美中部学区において

は、高齢者のお出かけによる健康増進を導入目的の一つとしていることから、バス停等をきめ細かく設

定することにより移動距離を短縮できる点、及び交通不便地域を面的にカバーでき、地域需要に応じた

運行が出来る点からⅭの「自由経路ミーティングポイント型」を選定した。

（出典：国土交通省中部運輸局「デマンド型交通の手引き」）

５．地域検討内容（運行案）

運行日 平日運行

運行時間帯 ９時 00 分～16 時 00 分

会員条件 六ツ美中部小学校区域に在住している 12 歳以上（中学生以上）であること

停留所種類

①住宅地停留所…六ツ美中部小学校区の任意の場所に設定する停留所

②事業所停留所…運行エリア内の事業に協賛した事業施設に設置する停留所

③公共施設停留所…運行エリア内の公共施設に設置する停留所

運行エリア

・六ツ美中部小学校区域から外へ 500ｍ以内の主な道路を境界としたエリアを

「運行エリア」とする。

・岡崎市立地適正化計画に定められた居住誘導重点区域及び居住誘導区域の占有

率が 50％未満の運行エリアについては、エリア内のスーパーや病院などの日

常生活を行う施設が数少ないことを考慮し、１級河川や鉄道敷等の交通上のボ

トルネックとなる境界を超えない範囲で「特別運行エリア」を設定する。

・特別運行エリア内では、事業所停留所のみを設けることが出来るが、停留所の

設置条件として、以下のすべての条件を満たすこととする。

(ア) 運行エリア内でデマンド型交通から乗換が出来るバス路線では直接行くこ

とが出来ず※１、２回以上の乗換を要すること。

※1 バス停留所から 300ｍ圏域はバス路線で行くことが出来るものとする。

(イ) 運行エリア境界から実運行距離が概ね片道 2.5 ㎞以内であること。

移動ルール

・運行エリア内の全ての停留所間を原則移動可能とする。

・ただし、既存バス停留所 300ｍ圏域内※２の各停留所間の移動は禁止とする。

※２ 圏域内とは目的物全体が含まれるものをいう。

・特別運行エリアへの移動は運行エリアと特別運行エリアの相互間移動のみ可と

する。

料金設定

・既存バス路線との並行移動を禁止することから、バス路線との運賃競合は考慮

しないこととし、運行エリア内は１乗車 200 円とする。

・運行エリアから特別運行エリアへの移動については、運行距離も増加すること

から差別化を図るため 1 乗車 400 円とする。

・既存バス路線との乗継利用を促進するため、乗継拠点停留所において乗継利用

を申し出た利用者については、当日のみ使用できる 100 円割引券を渡すなど、

乗継割引制度の導入を検討する。
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６．検討スケジュール

４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月

評価・改善検討

バス・タクシー事業者との調整

道路管理者・公安・運輸局協議

交通政策会議での協議・承認

運行事業者の選定

運輸局への新設申請

R1年度 R2年度
内容

運賃及び運行計画の検討

協賛企業の募集

地域住民への周知・広報

令和２年10月１日

運行開始


